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参加メンバー・機関
鷹野澄・ 鶴岡弘・卜部卓・ 中川茂樹[1]; 一柳昌義・ 高田真
秀・ 山口照寛・ 高橋浩晃[2];小菅正裕・渡邉和俊[3]; 内田直
希・平原聡・中山貴史[4]; 伊藤武男・中道治久・山中佳子[5]; 
大見士朗・三浦勉・加納靖之[6]; 須田直樹[7]; 植平賢司・内
田和也[8]; 馬越孝道[9]; 八木原寛[10]; 久保篤規[11]; 坪
井誠司・ 渡邊智毅[12]

[1] 東大地震研; [2] 北大・理・地震火山センター; [3]弘前大・理工; [4] 東北大・
理・予知セ; [5] 名大・環境; [6] 京大・防災研; [7] 広島大・院理; [8] 九大・地震
火山センター; [9] 長崎大・環; [10] 鹿大・理・南西島弧; [11] 高知地震観測所; 
[12] JAMSTEC

次世代全国地震データ流通基盤システムの構築
SINET3広域L2網による



JDXnet
現在リアルタイムで流通している地震観測データ

（高感度＋広帯域地震観測データ）

広帯域地震観測点
（約８０地点）

高感度地震観測点
（約１２００地点）
＋臨時観測

観測機関： 気象庁、防災科研、国立9大学、JAMSTEC、産総研など



JDXnet

全国の大学等
研究機関

東大地震研
衛星中継局

防災科研
データセンター

気象庁各管区

TDX

JDXnet

次世代全国地震データ流通基盤システム

広域Ｌ２網
SINET3 / JGN2plus

他機関との
データ交換

観測点からの
データ収集用

機関間のデータ収配信
（データ交換）

フレッツグループ

フレッツグループ

拠点大学 観測所

全国の観測機関との共同事業

アクセス回線として
フレッツグループを共用

全国の地震波形データが
全国どこでもリアルタイムで

利用可能



高感度地震観測網

気象庁
国立大学
防災科学技術研究所
海洋研究開発機構、他

気象庁・防災科研 東大地震研

九州大学

名大

東北大

京大防災研

鹿児島大

高知大

弘前大

北大

広島大学

海洋研究開発機構

長崎大学

SINET3広域L2網による

次世代全国地震データ流通基盤システムの構築

震研和歌山
震研広島

金沢大

地震データ集配信装置

構内専用光／VLAN

NTTフレッツグループ

JDXnet

すべてのリアルタイム
地震波形データがどこ
でも利用可能



再送機能有り

九大
島原

地震研
TDX

名大

東北大
100Mbps

100Mbps

100Mbps

100Mbps
100Mbps

京大
防災研

各大学から配信
(broadcast)

全データを受信
(データ交換)

540KB/s

7.1KB/s

2.1KB/s

9.7KB/s

9.0KB/s

広域L2網によるデータ交換方式の概要
JDXnet



プライベート網

データ集配信装置

JDXnetにおける

地震データ集配信装置の構成と利用例

他機関接続インターフェース 2本
(データ交換回線の二重化）

①サーバ直結

学内用インターフェース 1本

観測所等のサーバ

利用例

③フレッツ回線

学内LAN等

②データ交換装置

学内利用

データ集配信装置

JGN2plus
SINET3

JDXnet

（これまでの研究）
データ集配信装置の開発
データ交換回線の二重化



リアルタイムで地震観測データが

利用可能な「受信専用装置」の開発

静穏設計&高性能&信頼性

ファンレス装置 -> 利用者の近くの研究室に
設置可能

受信専用装置において
リアルタイム地震データ表示が可能
-Tcl/Tkスクリプトにより開発
-スーパーサーバー(xinetd)の採用，
簡便かつ安定した稼動を実現

JDXnet東京大学



リアルタイムで流通する地震データを活用した
大学間の共同研究の推進

JDXnet東京大学

URL:http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/GRiD_MT/

GRiD MT(Tsuruoka, et.al, 2009)

2009年の解

2009年8月駿河湾の地震のMT解
（地震発生から３分後に決定し公開）



全国の大学・研究機関での利用の促進

全国地震データ利用システム
各大学のホームページで公開中バックアップルート

広域ネットワーク
JDXnet

全国の大学・研究機関の
データ収集処理装置(共同研究)

データ集配信装置

リアルタイム・データ利用の推進
観測データの共同研究の推進

JDXnet



全国地震データ利用システム WWWシステム(９箇所)

北海道大学 弘前大学 東北大学

東京大学地震研究所 名古屋大学 京都大学防災研究所

高知大学 九州大学 鹿児島大学

J-array システム(１箇所)
(東京大学地震研究所に設置）

WWWを用いてインターネットで全国の研究者にデータ提供

（９大学で統一された利用者インタフェースを実現）

（世界の大地震時の日本の観測データの提供）

（各大学が収集整理した，地域別地震観測データの提供）
提供中の観測データ（大学）



JDXnetにおける

緊急地震速報・リアルタイム地震情報の配信

バックアップルート

広域ネットワーク
JDXnet

各機関の情報
提供サーバ群

緊急地震速報、
リアルタイム震源情報、

観測点の揺れの情報
などを全国のサーバに

常時配信

各機関の情報
提供サーバ群

目的：緊急地震速報・リアルタイム地震情報の利活用研究の推進

利用者側で
カスタマイズ

利用者
の端末

データ集配信装置

JDXnet東京大学



緊急地震速報・リアルタイム地動モニター

の利用システムの開発

緊急地震速報 リアルタイム地動モニター

AJAXによる実装

Ｗｅｂブラウザによりアクセス可能
-プログラムのインストール・アップデートが不要
-クライアントでの計算，サーバの負荷軽減

JDXnet東京大学



大学における緊急地震速報の活用研究
東京大学



地盤・建物毎の振動の違いは？

2009/6/6
千葉県東方沖
M5.9, 42km
（本郷震度1）

2009/8/11
駿河湾
M6.5, 23km
（本郷震度3）

0908110507ALL3.html
0908110507ALL3.html


建物内部の振動の違いは？
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建物各階のIT強震計の設置場所と建物各階の地震時の揺れの比較



地震+火山観測網のデータ流通へ
（人のネットワークの拡大）

北海道大学
弘前大学
東北大学
秋田大学
東京大学

東京工業大学
名古屋大学
京都大学
鳥取大学
高知大学
九州大学
鹿児島大学

（12大学15研究施設）
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/07/08071504/002/011.htm

地震及び火山噴火予知のための観測研究計画 実施機関

国立大学法人

独立行政法人 防災科学技術研究所

独立行政法人 海洋研究開発機構

独立行政法人 産業技術総合研究所

国土地理院

気象庁

海上保安庁

独立行政法人 情報通信研究機構

科学技術・学術審議会測地学分科会

データ流通網への参加のためのワークショップ (2010 年3 月30 日)＠地震研究所


